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火
野
葦
平
は
、
一
九
五
五
年
四
月
六
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
の

デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
に
日
本
の
文
化
問
題
代
表
と

し
て
参
加
し
た
。「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
で
は
、
文
化
問
題
、
政
治
問
題
、
経

済
問
題
、
宗
教
問
題
、
科
学
技
術
問
題
な
ど
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
長
時
間

多
く
の
討
議
が
な
さ
れ
た
。
火
野
は
、「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
の
後
や
そ
の
途

中
で
、
デ
リ
ー
や
古
都
ア
グ
ラ
、
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
な
ど
を
視
察
し
て
回
り
、

イ
ン
ド
の
文
化
遺
跡
に
ふ
れ
た
。
イ
ン
ド
を
視
察
す
る
中
で
、
最
も
火
野
が

関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
カ
ー
ス
ト
制
に
よ
る
身
分
差
別
の
実
態
で
あ
っ
た
。

火
野
は
、「
権
・
財
力
に
ひ
し
が
れ　

ド
ン
底
に
あ
え
ぐ
貧
民
階
級
」
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
に
は
こ
う
い
う
ケ
タ
ハ
ズ
レ
の
大
金
持
と
ケ
タ
ハ
ズ
レ
の
貧

乏
人
と
が
あ
っ
て
、
中
産
階
級
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
健
全
な
社
会
構

成
と
は
い
え
な
い
。
お
ま
け
に
四
億
の
人
口
の
う
ち
一
七
％
し
か
文
字

を
解
し
な
い
と
い
え
ば
、
イ
ン
ド
国
の
実
態
は
い
さ
さ
か
妖
怪
じ
み
て

い
る
と
さ
え
い
え
る）

1
（

。

　

火
野
は
、
現
在
で
も
慣
習
と
し
て
続
い
て
い
る
カ
ー
ス
ト
制
に
よ
り
、
不

可
触
賤
民
身
分
と
し
て
虐
げ
ら
れ
た
人
々
に
対
す
る
差
別
や
、
イ
ン
ド
の
貧

富
の
差
な
ど
に
つ
い
て
見
聞
し
、
そ
の
不
公
平
さ
に
つ
い
て
考
え
、
自
身
の

見
解
を
、
エ
ッ
セ
イ
、
評
論
等
で
発
信
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」
に
参
加
し
た
日
本
代
表
団
の
一
部
の
二
十
八
名
は
、

イ
ン
ド
訪
問
後
は
、
一
九
四
九
年
十
月
一
日
に
成
立
し
た
中
華
人
民
共
和
国
、

す
な
わ
ち
新
中
国
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
火
野
も
二
十
八
名
の
一
人
と

し
て
新
中
国
の
視
察
に
参
加
し
た
。
火
野
ら
は
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
、

バ
ン
コ
ク
経
由
で
香
港
に
一
九
五
五
年
四
月
二
十
日
に
入
国
し
、
二
十
一
日
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よ
り
新
中
国
を
視
察
し
て
い
く
。
火
野
の
新
中
国
訪
問
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
一
九
五
五
年　

火
野
葦
平
『
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
』
参
加
後
―
イ
ン
ド
か
ら
香

港
、
広
東
へ
―
」（
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
二
〇
一
五
年
九
月
）
で
、
香
港

か
ら
新
中
国
に
入
国
し
、
広
東
に
入
っ
て
す
ぐ
の
四
月
二
十
二
日
ま
で
の
様

相
を
記
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
続
き
の
、
火
野
の
新
中
国
視
察
、
す
な
わ

ち
、
広
東
か
ら
武
漢
に
至
る
状
況
を
、
火
野
の
撮
影
し
た
写
真
や
、
見
聞
記
、

日
記
な
ど
を
用
い
、
詳
し
く
報
告
し
て
い
き
た
い
。
日
記
に
つ
い
て
は
、
筆

者
が
す
で
に
、
翻
刻
し
、
明
ら
か
に
し
た
『
中
国
旅
日
記
』（『
東
ア
ジ
ア
文

化
交
渉
研
究
』
二
〇
一
一
年
二
月
、
第
三
号
）
を
使
用
す
る
。『
中
国
旅
日

記
』
と
は
、
横
九
・
五
cm
、
縦
一
三
・
五
cm
で
「M

EM
O
RA
N
D
U
M

」
と
書

か
れ
た
手
帳
で
あ
り
、
全
一
六
八
頁
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
四
月
二
一
日
か

ら
五
月
四
日
ま
で
の
新
中
国
の
訪
問
中
の
出
来
事
を
詳
細
に
綴
っ
た
日
記
風

の
メ
モ
で
あ
り
、
当
時
の
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
国
の

視
察
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
に
描
い
た
作
品
『
赤
い
国
の
旅
人
』（
一
九
五
五

年
十
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
に
も
、
火
野
ら
し
き
人
物
が
「
私
」
と
し
て
登

場
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
赤
い
国
の
旅
人
』
は
偽
名
で
登
場
し
た
り
な
ど
も
す

る
の
で
、
完
全
な
事
実
ば
か
り
で
は
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
も

と
に
な
っ
た
『
中
国
旅
日
記
』
と
照
合
す
る
と
、
相
当
事
実
に
近
い
部
分
が

多
い
。
そ
こ
で
、『
赤
い
国
の
旅
人
』
や
当
時
火
野
が
発
信
し
た
記
事
な
ど
も

考
察
に
使
用
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
写
真
の
ほ
と
ん
ど

は
、
火
野
が
撮
影
し
、
玉
井
史
太
郎
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
火
野
ら
一
行
の
広
東
出
発
、
四
月
二
十
二
日

　

四
月
二
十
二
日
、
火
野
ら
希
望
者
十
四
人
は
、
西
堤
馬
路
に
あ
る
「
日
本

軍
爆
撃
の
跡
と
い
ふ
」（『
中
国
旅
日
記
』）
嶺
南
文
化
宮
に
行
っ
た
。
愛
群
ホ

テ
ル
を
八
時
に
出
発
し
た
。
そ
こ
で
「
ネ
オ
ン
の
字
が
さ
す
が
に
立
派
で
あ

る
」（『
中
国
旅
日
記
』）
歴
史
文
物
館
を
見
学
す
る
。
嶺
南
文
化
宮
の
写
真
が

見
当
た
ら
な
い
の
で
、
現
代
の
写
真
を
掲
載
す
る
。
現
代
は
、
嶺
南
文
化
宮

は
広
州
文
化
館
（
広
州
現
代
芸
術
館
）、
と
い
う
名
称
と
な
っ
て
い
る
が
、
場

広州文化館　筆者撮影2011年
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所
は
一
九
五
五
年
と
か
わ
ら
な
い
。

　

ま
た
歴
史
文
物
館
は
、
火
野
の
と
っ
た
夜
景
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
の
で

そ
れ
と
、
広
州
文
化
館
の
掲
示
板
に
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
飾
ら
れ
て

い
た
一
九
五
二
年
の
写
真
を
あ
げ
て
お
く
。
火
野
が
訪
れ
た
一
九
五
五
年
と

ほ
ぼ
近
い
の
で
こ
の
よ
う
な
建
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
歴
史
文
物
館
は
、
半
分
は
博
物
館
に
あ
る
よ
う
な
文
物
、
す
な
わ
ち

「
○
紙
製
の
人
形
（
陶
器
の
や
う
）（
入
口
に
統
計
箱
、
竹
片
を
箱
に
）
○
石

器－

六
一
四
年
前
石
器
。
○
骨
貝
、
甲
骨
文
字
、
酒
器
、
水
器
、
兵
器
、
鉄

器
」（『
中
国
旅
日
記
』）
を
展
示
し
、
あ
と
半
分
は
革
命
文
物
で
あ
っ
た
。
革

命
文
物
と
し
て
は
、
鴉
片
戦
争
、
太
平
天
国
の
乱
、
辛
亥
革
命
、
第
一
次
国

内
革
命
戦
争
（
一
九
一
二
〜
一
九
二
七
）
国
共
合
作
時
代
、
第
二
次
国
内
革

命
（
一
九
二
七
〜
一
九
三
六
）
な
ど
と
続
い
て
い
た
。
当
然
、
抗
日
戦
争
時

期
（
一
九
三
七
〜
一
九
四
五
）
の
展
示
も
あ
っ
た
。
火
野
は
、
立
ち
ど
ま
っ

て
、
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
解
説
文
を
詠
ん
だ
。『
中
国
旅
日
記
』
に
は
そ
の
解

説
文
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

1955年　火野葦平撮影

1952年　歴史文物館



四
二

　

広
東
抗
日
戦
争
時
期

在
八
年
抗
日
戦
争
中
、
広
東
方
面
的
情
況
。
在
広
東
大
陸
。　

一
九
三
八

年
十
月
十
二
日
、
日
寇
従
恵
陽
大
亜
湾
登
陸
、
前
後
只
十
天
。
就
従
国

民
党
軍
隊
手
中
奪
去
了
広
州
市
及
其
外
団
県
、
従
而
給
広
東
人
民
帰
来

了
暗
無
天
日
的
日
子
、
…

在
海
南
島　

一
九
三
九
年
二
月
十
日
日
寇
侵
略
海
南
島
、
海
南
人
民
亦

遭
受
了
空
前
的
災
難
、
…
…
、
終
於
取
得
了
這
次
民
族
解
放
戦
争
的
偉

大
勝
利 

（『
中
国
旅
日
記
』） 

　

火
野
は
、「
こ
の
二
回
と
も
の
作
戦
に
従
軍
し
た
私
は
、
日
寇
の
一
員
と
し

て
、
広
東
人
に
暗
黒
の
思
い
を
さ
せ
、
海
南
人
を
空
前
の
わ
ざ
わ
い
に
追
い

こ
ん
だ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
文
字
ど
お
り
、
足
が
す
く
ん
で
そ
こ
か
ら
一
歩

も
う
ご
け
な
い
よ
う
な
苦
し
さ
だ
っ
た
。
一
人
で
か
え
り
た
く
な
っ
て
来
た
」

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
一
頁
）
と
い
う
。
そ
の
後
、「
〇　

解
放
戦
争
時
期

（
一
九
四
五
〜
一
九
四
九
）
広
東
解
放
入
城
式　

海
南
島
解
放
（
一
九
五
一
）」

（『
中
国
旅
日
記
』）
の
展
示
を
見
、
外
に
出
た
。「
明
る
い
部
屋
か
ら
暗
い
夜

の
な
か
に
出
て
ほ
っ
と
し
た
。」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）
と
あ
る
。
歴
史
文
物

館
を
見
て
、
嶺
南
文
化
宮
を
「
一
巡
す
る
。
ガ
ン
ガ
ン
鉦
を
鳴
ら
し
、
女
優

が
喋
つ
て
ゐ
る
。
粤エ

ツ

劇ゲ
キ

舞
台
。
映
画
館　

運
動
場　

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

沙面　筆者撮影　2011年

沙面　筆者撮影　2011年
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る
。
管
理
費
と
し
て
入
場
料　
　

銭
を
と
る
と
の
こ
と
。」（『
中
国
旅
日
記
』）

と
あ
る
。
午
前
十
時
ご
ろ
バ
ス
に
乗
り
、
愛
群
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。
汽
車
は

十
二
時
近
く
だ
か
ら
、
ま
だ
す
こ
し
時
間
が
あ
る
。
火
野
は
「
自
分
で
見
た

い
と
思
う
と
こ
ろ
に
は
一
個
所
も
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て

は
も
う
や
む
を
得
な
い
か
ら
、
沙
面
だ
け
で
も
見
て
お
き
た
い
と
考
え
た
」

（『
赤
い
国
の
旅
人
』）。
そ
こ
で
、
沙
面
に
向
か
う
。

〇　

沙
面
に
行
か
ふ
と
思
ひ
、
タ
ク
シ
ー
を
き
い
て
み
る
と
、
み
ん
な

政
府
用
に
な
つ
て
ゐ
て
な
い
と
の
こ
と
。
ふ
だ
ん
は
あ
る
の
だ
が
、
メ

ー
デ
ー
が
近
づ
い
て
徴
用
み
た
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
仕
方
が

な
い
の
で
歩
く
。（
中
略
）
近
い
と
思
っ
た
の
に
意
外
と
遠
い
。
し
か

し
、
十
分
ほ
ど
だ
っ
た
。
昔
、
こ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
租

界
が
あ
り
、
バ
リ
ケ
ー
ド
、
ト
ー
チ
カ
が
あ
り
、
歩
哨
が
ゐ
て
、
な
か

な
か
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。
ク
リ
ー
ク
を
掘
つ
て
島
に
し
て
あ
る
の
だ

が
、
水
が
涸
れ
て
ゐ
て
、
多
く
の
民
族
が
ビ
ツ
シ
リ
つ
ま
つ
て
擱
座
し

て
ゐ
る
。
橋
を
わ
た
る
。
暗
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
奥
に
は
灯
が
た

く
さ
ん
ソ
連
大
使
館
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
わ
か
ら
ぬ
。
レ
ー
ニ
ン
85

年
の
た
め
か
、
ロ
シ
ヤ
の
写
真
が
橋
畔
に
陣
列
。
豊
富
な
樹
木
。
橋
に

門
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
。（
中
略
）
三
輪
車
（
サ
ン
ル
ン
）
を
二
台
ひ
ろ

つ
て
か
へ
る
。
涼
し
く
て
よ
い
気
持
。 

（『
中
国
旅
日
記
』）

と
記
し
て
い
る
。
火
野
は
、
そ
の
時
に
初
め
て
広
東
の
街
に
洋
車
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
火
野
は
、
広
東
作
戦
に
従
軍
し
て
い
る
の
で
、
過
去

の
広
東
の
様
子
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。「
昔
は
人
力
車
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い

て
、
何
台
も
う
る
さ
い
ほ
ど
寄
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』）

が
、
通
訳
の
王
さ
ん
に
よ
る
と
今
は
三
輪
だ
け
だ
が
、
バ
ス
や
電
車
の
よ
う

な
交
通
機
関
が
完
備
す
れ
ば
な
く
す
方
針
だ
と
言
う
。
火
野
は
、『
赤
い
国
の

旅
人
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

支
那
の
名
物
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
洋
車
（
上
海
で
は
齢
包
平
）
が
す

っ
か
り
な
く
な
つ
て
い
る
と
は
お
ど
ろ
い
た
。
バ
ク
チ
、
ド
ロ
ボ
ウ
、

売
淫
、
乞
食
、
な
ど
と
同
じ
く
、
人
間
が
汗
水
た
ら
し
て
ひ
っ
ぱ
る
車

に
、
同
じ
人
間
が
ふ
ん
ぞ
り
か
え
っ
て
乗
る
と
い
う
の
も
「
悪
い
考
え
」

に
属
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
三
輪
車
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ

が
、
じ
か
に
足
で
走
る
の
と
、
ペ
ダ
ル
を
ふ
ん
で
車
輪
で
走
る
の
と
で

は
若
干
の
差
は
あ
る
。
新
車
を
ゆ
る
さ
な
い
の
で
、
三
輪
車
は
ど
れ
も

こ
れ
も
ガ
タ
ガ
タ
だ
。
政
府
は
壊
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
わ
け
か
。

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
三
頁
）

さ
て
、
ホ
テ
ル
に
戻
る
と
、「
〇　

中
国
政
府
か
ら
一
人
頭
五
〇
円
（
日
本
金

七
五
〇
〇
円
）
の
支
給
金
を
和
田
さ
ん
の
部
屋
で
う
け
と
る
。」（『
中
国
旅
日

記
』）
火
野
は
、「
招
待
さ
れ
た
う
へ
、
小
使
ひ
ま
で
も
と
は
、
な
ん
だ
か
す

ま
な
い
や
う
だ
。」（
同
）
と
記
し
た
。「
小
林
義
雄
氏
に
表
の
珠
江
べ
り
を
散

歩
し
て
み
な
さ
い
と
す
す
め
て
お
い
た
ら
、
パ
ン
パ
ン
に
た
く
さ
ん
出
あ
つ
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た
ら
し
く
、
火
野
さ
ん
の
と
ほ
り
だ
と
、
帰
つ
て
か
ら
笑
つ
て
ゐ
た
。」（『
中

国
旅
日
記
』）
そ
ろ
そ
ろ
広
東
出
発
の
時
間
に
な
っ
た
。「
駅
に
行
く
と
羅
培

元
さ
ん
や
作
家
の
陳
残
雲
さ
ん
な
ど
が
見
送
り
に
来
て
ゐ
る
。
陳
さ
ん
と
握

手
す
る
と
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
広
東
に
と
い
ふ
や
う
に
、
指
で
フ
ォ
ー
ム
を
指

さ
す
。」（
同
） 「
見
残
し
た
と
こ
ろ
の
多
い
広
東
へ
心
残
り
。」（
同
）
と
感
じ

な
が
ら
火
野
は
、
広
州
站
を
午
後
十
一
時
四
十
五
分
発
の
一
等
寝
台
車
、
青

色
七
号
に
乗
り
、
松
岡
武
一
郎
、
中
村
義
麿
氏
ら
と
同
室
で
出
発
し
た
。「
松

岡
氏
は
田
村
泰
次
郎
君
と
同
室
の
親
友
と
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
。

汽
車
は
ひ
ど
く
揺
れ
る
が
、
疲
れ
で
す
ご
く
眠
つ
た
」（『
中
国
旅
日
記
』）
そ

う
だ
。二

、
四
月
二
十
三
日　

広
州
か
ら
武
昌
へ

　

四
月
二
十
三
日
、
火
野
ら
一
行
は
、
午
前
零
時
頃
よ
り
粤
漢
線
を
広
州
か

ら
武
昌
へ
と
向
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
一
日
中
列
車
で
の
移
動
だ
っ
た
。

う
す
ら
寒
い
。
あ
ま
り
高
い
山
は
な
い
が
、
起
伏
に
富
ん
だ
高
原
地
帯

を
行
く
。
清
澄
な
武
水
北
江
の
流
れ
。
に
ご
つ
た
赤
い
川
ば
か
り
見
な

れ
た
眼
に
、
中
国
の
す
ん
だ
川
が
珍
し
い
。
日
本
の
ど
こ
か
の
や
う
で

あ
る
。
坪
石
駅
。
す
ば
ら
し
い
奇
岩
の
聳
立
。
水
成
岩
だ
が
み
あ
げ
る

高
さ
に
あ
る
。
こ
れ
が
坪
石
と
い
ふ
岩
ら
し
く
地
質
学
権
威
早
坂
氏
の

解
説
を
き
く
。
こ
の
一
帯
広
東
か
ら
ず
つ
と
、
土
が
赤
い
。
坪
石
を
す

ぎ
る
と
、
広
東
省
か
ら
湖
南
省
に
入
る
の
で
あ
る
。

 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

火
野
は
、
地
質
学
の
権
威
早
坂
一
郎）

2
（

氏
よ
り
、
地
質
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
な
が
ら
電
車
で
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。「
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
ひ

と
か
ど
の
人
物
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
領
域
に
な
る
と
専
門
知
識
を

開
陳
し
、
な
か
な
か
勉
強
に
な
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
四
頁
）
と
記

し
て
い
る
。
吉
岡
金
市
氏）

3
（

は
、「
相
か
わ
ら
ず
窓
外
の
田
畑
を
し
き
り
に
観
察

し
て
、
私
た
ち
に
稲
に
つ
い
て
の
蘊
蓄
を
か
た
ぶ
け
て
く
れ
る
。
広
東
方
面

で
は
お
く
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
た
が
、
こ
の
あ
た
り
は
田
畑
が
き
れ
い
に

整
頓
さ
れ
、
す
す
ん
だ
播
種
法
で
あ
る
密
播
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
感
心
し
て
い
た
」（
同
一
三
四
〜
五
頁
） 

。
み
な
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
部
屋

に
行
き
、
話
題
を
交
換
し
合
っ
た
。
火
野
は
亀
田
東
伍
氏
と
食
堂
で
歓
談
し
、

日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〇　

食
堂
で
、
朝
食
、
昼
食
、
話
が
は
ず
む
。
亀
田
さ
ん
と
翫
右
ヱ
門

さ
ん
の
こ
と
話
す
。
か
へ
り
た
が
つ
て
ゐ
る
が
、
日
本
で
は
手
ぐ
す
ね

引
い
て
待
つ
て
ゐ
る
の
で
、
簡
単
で
は
あ
る
ま
い
と
い
ふ
。
密
入
国
と

北
海
道
の
赤
ベ
ラ
事
件
、
二
度
も
無
断
で
公
演
し
、
つ
か
ま
る
と
逃
げ

て
ゐ
る
し
、
官
憲
は
恨
み
骨
髄
に
撤
し
て
ゐ
る
。
も
う
二
年
半
に
な
る
。

中
国
の
芝
居
を
勉
強
し
た
り
、
日
本
の
芝
居
の
話
を
し
た
り
し
て
ゐ
る

が
、
や
は
り
役
者
は
舞
台
に
立
つ
が
本
領
と
い
ふ
意
見
一
致
す
る
。

 

（『
中
国
旅
日
記
』）
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こ
こ
で
書
か
れ
る
翫
右
ヱ
門
と
は
、
歌
舞
伎
役
者
三
代
目 

中
村
翫
右
衛
門

の
こ
と
で
あ
る
。 

翫
右
衛
門
は
、
一
九
五
二
年
五
月
二
十
四
日
、
北
海
道
の

赤
平
町
の
小
学
校
で
、
自
身
が
率
い
る
劇
団
前
進
座
が
無
許
可
で
公
演
し
た

こ
と
か
ら
警
察
が
住
居
侵
入
罪
で
劇
団
員
を
逮
捕
し
取
調
べ
た
。
翫
右
衛
門

に
も
逮
捕
状
が
出
た
が
、
警
察
か
ら
逃
れ
て
地
下
生
活
を
し
な
が
ら
舞
台
に

は
登
場
し
て
い
た）

4
（

。
そ
の
後
、
密
出
国
し
て
一
九
五
二
年
十
月
二
日
か
ら
十

三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
平
和
会
議
に
参
加
し
、
お
よ
そ

三
年
後
の
一
九
五
五
年
十
一
月
六
日
よ
う
や
く
中
国
か
ら
帰
国
す
る
こ
と
に

な
っ
た）

5
（

。
そ
の
た
め
、
火
野
の
訪
中
の
時
期
に
は
、
中
国
に
滞
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
火
野
ら
は
「
四
時
か
ら
学
習
。
食
堂
車
の
横
の
部
屋
で
一
時
間

ほ
ど
。
イ
ン
ド
諸
国
会
議
の
感
想
。
み
ん
な
熱
心
で
あ
る
。」（『
中
国
旅
日

記
』）
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
文
学
や
、
美
術
の
話
も
し
た
と
い
う
。
火

野
ら
一
行
は
、
仲
良
く
旅
行
し
、
新
中
国
の
視
察
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
実
際
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。『
赤
い
国
の
旅
人
』
に
は
、
以

下
の
よ
う
に
記
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
肌
合
の
ち
が
う
代
表
た
ち
は
、
な
か
な
か
批
判
的
で
、
ま

た
と
き
に
感
情
的
、
排
他
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
い
つ
と
は
な
し
に
、

二
つ
の
世
界
と
は
ま
た
別
に
、
文
化
人
、
学
者
、
経
済
人
、
労
働
運
動

家
、
技
術
者
、
婦
人
、
と
い
う
具
合
に
グ
ル
ー
プ
が
で
き
て
し
ま
っ
て
、

格
別
対
立
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
同
士
の
批
判
は
相
当

に
す
る
ど
く
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
属
さ
ず

孤
立
し
て
い
る
人
も
何
人
か
あ
っ
た
。
四
、
五
人
集
ま
る
と
す
ぐ
他
人

の
悪
口
を
い
う
始
末
な
の
で
、
私
な
ど
も
か
げ
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
い

わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
苦
笑
す
る
の
だ
っ
た
。

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
六
〜
七
頁
）

　

列
車
は
進
み
、
外
の
景
色
は
次
の
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

〇　

窓
の
外
の
水
田
の
中
に
円
形
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
こ
へ
コ
ヤ
シ

（
堆
肥
）
を
い
れ
て　

お
く
も
の
ら
し
い
。

〇　

す
れ
ち
が
ふ
貨
物
列
車
。
満
載
さ
れ
て
ゐ
る
兵
隊
。
強
さ
う
な
歴

戦
兵
。
復
員
で
故
郷
へ
か
へ
る
ら
し
い
。
珍
し
さ
う
に
こ
ち
ら
を
見
て

ゐ
る
な
ら
ん
だ
顔
。
頭
髪
を
の
ば
し
て
ゐ
る
者
が
多
い
。

 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

火
野
ら
は
、
車
外
の
様
子
を
見
な
が
ら
夕
食
を
と
り
、
武
昌
へ
と
向
か
っ

て
い
た
。

三
、
四
月
二
十
四
日　

武
昌　

漢
口

　

四
月
二
十
四
日
、
四
時
十
九
分
、
武
昌

着
。
二
両
だ
け
切
り
は
な
し
、

七
時
ま
で
寝
か
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
バ
ス
で
揚
子
江
の
渡
船
場
に
着
い

た
。
火
野
は
、
昭
和
十
五
年
六
月
、
宜
昌
戦
線
に
従
軍
し
た
帰
り
に
こ
の
武

昌
駅
か
ら
弟
政
雄
が
駐
留
し
て
い
た
山
坡
街
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
火



四
六

野
は
、
揚
子
江
を
見
て
次
の
よ
う
に
懐
か
し
ん
だ
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
揚
子
江
で
あ
る
。
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
赤
い
な
が
れ
は

昔
と
す
こ
し
も
変
っ
て
い
な
い
。
珠
江
よ
り
は
も
っ
と
巨
大
な
不
気
味

な
川
。
二
千
三
百
マ
イ
ル
も
大
陸
を
縫
っ
て
な
が
れ
、
千
二
百
マ
イ
ル

も
汽
船
を
遡
航
さ
せ
る
大
河
は
、
日
本
の
川
と
い
う
観
念
か
ら
は
み
だ

し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ク
が
い
く
隻
も
う
か
び
、
何
軒
も
小
屋
を
立
て
、

豚
や
鶏
を
飼
っ
て
い
る
途
方
も
な
く
大
き
な
筏
が
く
だ
っ
て
く
る
風
景

も
昔
の
ま
ま
だ
。 
（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
八
〜
九
頁
）

揚
子
江
を
、「
飛
浦
号
」
船
で
渡
る
。
こ
の
時
、
昔
と
違
っ
て
、「
揚
子
江
の

堤
防
が
以
前
よ
り
は
ず
っ
と
高
く
築
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
見
わ
た
す
か
ぎ

り
堤
防
の
う
え
で
、
何
千
と
も
何
万
と
も
知
れ
ぬ
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
」

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
九
頁
）
の
が
分
か
っ
た
。「
工
事
の
た
め
の
石
、
煉

瓦
、
砂
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
が
方
々
に
積
み
あ
げ
ら
れ
、
な
お
ト
ラ
ッ
ク
が
し

き
り
に
資
材
を
運
ん
で
い
た
」（
同
）。
大
規
模
な
堤
防
工
事
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
火
野
は
こ
の
堤
防
工
事
に
関
心
を
持
ち
、
尋
ね
る
と
通
訳
の
呉
君

が
こ
た
え
て
く
れ
た
。

昨
年
六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
大
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
な
ら
長
江

が
氾
濫
す
れ
ば
、
没
法
子
、
し
か
た
が
な
い
、
あ
き
ら
め
る
と
い
う
わ

け
で
、
水
び
た
し
に
さ
れ
る
ま
ま
で
し
た
が
、
昨
年
は
い
つ
も
と
ち
が

い
ま
し
た
。
毛
主
席
の
指
導
の
下
、
二
十
三
万
以
上
の
人
民
が
総
動
員

し
て
堤
防
を
き
づ
き
、
と
う
と
う
武
漢
市
を
水
か
ら
守
り
ま
し
た
。
洪

水
と
闘
争
し
て
勝
利
を
得
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
か
ら
は
ど
ん
な

大
洪
水
が
き
て
も
、
水
を
一
滴
も
武
漢
市
に
入
れ
な
い
よ
う
に
、
あ
あ

や
っ
て
恒
久
的
な
堤
防
工
事
を
急
い
で
い
る
の
で
す
。

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
三
九
〜
一
四
〇
頁
）

こ
の
よ
う
に
呉
君
は
答
え
た
。
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

雨
季
前
に
完
成
す
る
は
ず
で
す
。
蒋
介
石
の
時
代
に
は
こ
う
い
う
こ
と

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
中
国
人
は
長
い
間
苦
し
め
ら

れ
て
き
て
、
な
ん
で
も
す
ぐ
に
、
没
法
子
と
い
っ
て
き
た
も
の
で
す
が
、

解
放
後
は
そ
の
言
葉
を
す
て
ま
し
た
。
有
法
子
―
方
法
が
あ
る
、
や
れ

ば
な
ん
と
か
な
る
、
そ
ん
な
風
に
変
り
ま
し
た
で
す

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
〇
頁
）

　

す
な
わ
ち
、
共
産
党
国
家
と
し
て
の
新
中
国
で
は
、
国
民
一
人
一
人
が
自

信
を
持
ち
、
簡
単
に
は
あ
き
ら
め
な
い
強
靭
な
精
神
を
持
つ
よ
う
に
変
わ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
火
野
は
、「
闘
争
と
勝
利
―
革
命
家
の
好
き
な
言

葉
で
あ
る
。」「
中
国
人
が
自
信
を
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
は
軽
々
に
見
す
ご

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
私
の
脳
裡
で
は
い
つ
で
も
無
意
識
の
う
ち
に
、
日

本
と
中
国
と
が
比
較
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
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〇
頁
）
と
、
手
放
し
で
は
喜
ば
な
か
っ
た
。
常
に
日
本
と
比
較
し
、
慎
重
に
、

新
中
国
を
視
察
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
感
じ
ら
れ
る
。
漢
陽
を
左
に
見
な
が

ら
、
ハ
イ
ヤ
ー
と
バ
ス
と
に
分
か
れ
て
乗
車
し
、
十
五
分
ほ
ど
で
、
対
岸
の

漢
口
桟
橋
に
着
い
た
。
火
野
ら
一
行
は
、
江
漢
飯
店
と
い
う
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
た
。
火
野
は
三
一
四
号
室
に
、
坂
本
徳
松
氏
と
同
宿
し
た
。
坂
本
氏
は
「
草

野
心
平
君
や
私
の
親
友
宇
野
逸
夫
と
友
達
で
、
も
の
わ
か
り
の
よ
い
温
厚
の

紳
士
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
一
頁
）
と
い
う
。
ホ
テ
ル
で
「
久
し
ぶ
り

の
や
う
な
洋
食
、
ハ
ム
エ
ッ
グ
ス
卵
3
。」
の
朝
食
を
と
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
は

閲
覧
室
が
あ
っ
た
。
閲
覧
室
は
、「
本
棚
に
は
書
物
が
び
っ
し
り
つ
ま
り
、
卓

に
は
た
く
さ
ん
雑
誌
が
な
ら
べ
て
あ
っ
た
。
内
容
は
す
べ
て
赤
一
色
。
ソ
連

の
雑
誌
も
あ
る
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
一
頁
）。

　

午
前
十
時
、
車
を
連
ね
て
出
発
し
た
。
ホ
テ
ル
の
前
は
「
日
本
人
を
珍
し

が
つ
て
ホ
テ
ル
の
前
に
集
ま
る
市
民
た
ち
。
服
装
は
一
定
さ
れ
て
ゐ
て
、
背

広
服
な
ど
は
ど
こ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」（『
中
国
旅
日
記
』）
と
あ

り
、
人
民
服
の
中
国
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。「
道
路
が
き
れ
い
に
な
つ
て
ゐ
る

て
チ
リ
が
一
つ
も
落
ち
て
ゐ
な
い
。
ハ
ナ
を
か
ん
だ
紙
も
す
て
ら
れ
な
い
」

（『
中
国
旅
日
記
』）。
中
山
大
通
り
を
通
っ
て
、
解
放
大
通
り
、
中
山
公
園
へ

行
き
、
漢
水
鉄
橋
の
と
こ
ろ
へ
着
い
た
。
た
く
さ
ん
人
民
解
放
軍
の
若
い
兵

隊
が
肩
章
な
し
、
ゲ
ー
ト
ル
な
し
で
い
た
。「
○
鉄
橋
の
入
口
に
歩
哨
、
鉄
砲

を
横
に
。
〇
橋
上
に
動
哨
、
背
に
眩
い
銃
口
を
下
に
」
い
た
。「
け
た
た
ま
し

い
京
劇
の
銅
羅
が
鳴
り
ひ
び
き
、
あ
の
独
得
の
か
ん
だ
か
い
歌
声
が
つ
た
わ

っ
て
く
る
の
は
、
近
く
に
ラ
ジ
オ
の
拡
声
器
が
あ
る
模
様
だ
っ
た
」（『
赤
い

国
の
旅
人
』
一
四
二
〜
三
頁
）。
鉄
橋
は
完
成
し
て
い
た
。
現
場
の
責
任
者
の

説
明
に
よ
る
と
、
予
定
は
一
年
だ
っ
た
が
「
去
年
の
洪
水
に
も
か
か
は
ら
ず

十
一
月
と
七
日
で
完
成
。
労
働
者
の
熱
心
、
ソ
連
指
導
者
の
適
切
」
な
指
導

が
あ
っ
た
た
め
で
、「
水
が
深
い
う
え
に
流
れ
が
急
な
の
で
、
冬
の
渇
水
期
に

む
ず
か
し
い
部
分
を
や
っ
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
三
頁
）。
と
い
う
。

鉄
橋
の
材
料
は
全
て
中
国
産
で
、
長
さ
は
三
六
〇
m
で
あ
っ
た
。
火
野
は
『
中

国
旅
日
記
』
に
次
の
工
事
の
絵
と
説
明
メ
モ
を
記
し
て
い
る
。

河
底
か
ら
4
〜
6 

m

　
　
　

←

河
底
か
ら
上　

29 

m

〇　

橋
の
全
部
の
材
料　

山
海
関
の
橋
梁
工
場
が
つ
く
つ
た
も
の
。

鉄橋工事



四
八

　
　

鉄
鋼
も
国
産
。

〇　

沿
岸　

赤
土
を
船
に
積
む
仲
仕
た
ち
、
日
本
の
と
か
は
ら
な
い
。

〇　

将
来
複
線
に
す
る
た
め
の
張
出
橋
脚
。

〇　

見
学
者
多
数
。

〇　

揚
子
江
大
鉄
橋　

汽
車
、
自人

道
動
車
、
二
段

 

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
の
大
鉄
橋
の
そ
ば
に
は
「
ジ
ャ
ン
ク
が
ず
ら
り
と
繋
留
さ
れ
、
両
岸
の
堤

防
か
ら
ひ
ら
け
た
広
場
に
は
赤
屋
根
、
赤
煉
瓦
の
新
築
家
屋
が
な
ら
ん
で
い

る
。
ク
ル
ミ
型
に
反
っ
た
鉄
橋
は
ウ
ス
ネ
ズ
ミ
色
に
塗
ら
れ
て
、
近
代
美
を

ほ
こ
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
三
頁
）。

　

そ
の
後
火
野
た
ち
は
そ
こ
を
引
き
あ
げ
、
あ
ま
り
遠
く
な
い
工
人
文
化
宮

に
行
っ
た
。
工
人
に
対
す
る
設
備
が
充
分
に
整
え
ら
れ
、『
中
国
旅
日
記
』
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

◎　

  

工
人
文
化
宮
（
橋
口
）
入
場
料
―
一
般
と
る
。
十
銭　

1
1
6
6

6
平
方
m
、
1
9
5
0
年－

1
9
5
1　

完
成

○　

文
藝
庁　

光
栄
榜　

〇　

運
動
場
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
つ
て
ゐ
る
）

〇　

図
書
館　

3
万
冊　
　

2
0
0
名　

収
容

〇　
「
文
学
革
命
」
鉄
工
、
新
世
界
、
文
芸
報
。

〇　

戯
子
彰
（
映
画
館
）　

今
天
夜
曲　
　

七
時
半
開
演

　
　
　
　
「
漢
王
大
破
東
海
島
」 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

広
大
な
敷
地
に
、
図
書
館
、
映
画
館
、
運
動
場
な
ど
が
あ
り
、
ど
こ
に
で

も
あ
る
労
働
者
表
彰
の
光
栄
榜
が
立
て
ら
れ
て
あ
っ
た
。
日
曜
日
な
の
で
労

働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
。
掲
示
板
に
、
工

人
が
か
い
た
ら
し
い
稚
拙
だ
が
皮
肉
な
漫
画
が
は
り
だ
さ
れ
て
あ
っ
た
。
火

野
が
撮
影
し
た
写
真
と
『
中
国
旅
日
記
』
に
火
野
が
描
い
た
漫
画
の
絵
を
あ

げ
る
。

1955年　火野葦平撮影
工人文化宮　掲示板



火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

四
九

　

さ
ら
に
『
赤
い
国
の
旅
人
』
に
は
こ
の
写
真
や
絵
の
説
明
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

左
よ
り
に
描
か
れ
た
日
本
陸
軍
大
将
の
軍
服
を
着
た
骸
骨
が
、
左
手
に

鞭
を
も
っ
て
上
方
に
あ
る
一
枚
の
絵
を
さ
し
示
し
て
い
る
。
そ
の
絵
に

は
一
九
四
五
年
の
年
号
が
入
れ
ら
れ
、
八
字
ヒ
ゲ
を
は
や
し
た
日
本
軍

人
が
胸
に
刀
を
つ
き
た
て
ら
れ
て
死
ん
で
い
る
。
骸
骨
は
右
手
に
い
る
、

Ｕ
・
Ｓ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵
に
な
に
か
教
え
て
い
る
態
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
将
校
は
一
冊
の
大
き
な
本
を
か
か
え
て
い
る
が
、
そ

れ
に
は
「
侵
略
的
方
法
・
東
条
著
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
説
明
文

―
米
帝
国
主
義
「
サ
ン
キ
ュ
ウ
、
侵
略
の
先
輩
、
た
い
へ
ん
講
義
は
よ

く
わ
か
っ
た
。
さ
よ
な
ら
」
東
条
「
待
ち
な
さ
い
。
ま
だ
最
後
の
一
課

が
の
こ
っ
と
る
。
こ
れ
を
忘
れ
る
な
、
こ
れ
を
忘
れ
る
な
」

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
四
頁
）

火野葦平自筆

武漢鉄橋工事

　

火
野
は
、
こ
の
漫
画
を
見
て

「
中
国
人
が
な
お
ど
ん
な
に
日

本
の
侵
略
を
憎
ん
で
い
る
か
が

わ
か
る
よ
う
で
、
私
は
気
が
ま

た
重
く
な
っ
た
。『
反
対
日
本
軍

国
主
義
復
活
』
と
い
う
書
き
ポ

ス
タ
ー
も
貼
っ
て
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

漢
水
が
も
う
す
こ
し
で
揚
子

江
へ
な
が
れ
こ
む
あ
た
り
に
、

自
動
車
鉄
橋
が
架
設
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
だ
橋
脚
が

で
き
た
だ
け
だ
。
日
曜
な
の
で

作
業
を
休
ん
で
い
た
が
、
労
働
組
合
の
責
任
者
が
き
て
説
明
し
て
く
れ
た
。

火
野
書
い
た
メ
モ
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

〇　

  
漢
水　

流
れ
が
は
げ
し
い
の
で
、
上
る
船
、
困
難
し
て
ゐ
る
。
タ

キ
ギ
を
積
ん
だ
船
ブ
ッ
つ
か
り
口
論　

下
る
舟
早
い
。　



五
〇

人
道　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
だ
け
出
来
て
ゐ
る
。

〇　

自
動
車
鉄
橋
。（
日
曜
で
仕
事
休
み
）

〇　
  

労
働
組
合　
（
タ
ン
）
さ
ん
―
武
順
か
ら
漢
陽
へ
。
北
と
南
を
レ
ン

ケ
ツ
、
揚
子
江
大
鉄
橋
に
つ
づ
く
。

3
3
0
m　

幅　

26 

m
、　

自
動
車
四
台
な
ら
べ
三
輪
車
、
人
道
を

ふ
く
む
、
1
9
5
4
年
10
月
30
日
起
工
、
本
年
度
完
成
計
算
。
機

械
利
用
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
、
一
回
1
4
0
0
リ
ッ
ト
ル
、

生
産
力
高
い
。
重
要
な
水
上
工
事
完
成
、
予
定
よ
り
早
く
で
き
る

見
込
み
。

〇　

材
料
を
は
こ
ぶ
民
船
（
レ
ー
ル　

鉄
管
）

〇　

長
い
レ
ー
ル
を
二
隻
に
わ
た
し
て
あ
る
。　

石
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇　

三
交
替　

怪
我　

非
常
に
少
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
全
生
産　

三
m
以
上
は
安
全
帯
。

 
（『
中
国
旅
日
記
』）

　

労
働
責
任
者
は
「
去
年
十
月
末
に
起
工
し
た
。
本
年
末
完
成
の
予
定
だ
が
、

い
ち
ば
ん
困
難
の
水
上
工
事
が
す
で
に
完
成
し
た
の
で
、
予
定
よ
り
ず
っ
と

早
く
架
橋
で
き
る
見
こ
み
。
長
さ
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
六
メ
ー
ト
ル
、

自
動
車
四
台
な
ら
べ
、
三
輪
車
、
人
道
も
ふ
く
む
橋
に
い
た
る
。
三
交
替
で

働
い
て
居
り
、
安
全
生
産
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
三
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る

と
安
全
帯
を
つ
け
て
仕
事
す
る
の
で
怪
我
は
非
常
に
少
な
い
。」（『
赤
い
国
の

鉄道マーク

旅
人
』
一
四
五
頁
）
な
ど
と
説
明
し
た
。
や
が
て
、
揚
子
江
に
か
け
る
計
画

の
大
鉄
橋
と
、
こ
の
漢
水
の
二
つ
の
鉄
橋
と
が
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
と
聞

か
さ
れ
て
火
野
は
考
え
込
ん
だ
。

右
の
鉄
橋
を
わ
た
っ
た
汽
車
と
、
左
の
鉄
橋
を
わ
た
っ
た
自
動
車
と
は
、

漢
陽
の
亀
山
で
合
し
、
上
段
が
自
動
車
、
下
段
が
汽
車
と
い
う
二
階
づ

く
り
の
揚
子
江
大
鉄
橋
を
通
っ
て
、
武
昌
の
蛇
山
に
出
る
。
大
計
画
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
妖
怪
の
川
た
る
揚
子
江
に
橋
を
か
け
る
こ

と
な
ど
、
昔
は
荒
唐
無
稽
の
話
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
す
で

に
着
工
さ
れ
て
い
て
、
来
年
度
は
完
成
し
て
汽
車
が
開
通
す
る
と
い
う
。

長
江
の
洪
水
と
た
た
か
っ
て
勝
利
し
た
中
国
人
が
長
江
そ
の
も
の
に
挑

戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
き
っ
と
勝
利
に
終
る
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
支
那
人
に
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
着
々
と

片
は
し
か
ら
実
現
し
て
い
る
。
私
は
こ
れ
を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
。 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
五
頁
）

さ
ら
に
火
野
は
次
の
よ
う
に
考
え
は
じ
め
る
。

私
は
独
裁
裁
専
制
政
治
の
威
力
と
い
う
も
の
を
考
え
て
、
力
の
政
治
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て
思
い
め
ぐ
ら
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
奇
妙

な
こ
と
に
、
私
は
戦
時
中
の
日
本
大
政
翼
賛
会
を
思
い
だ
し
た
。
無
論
、

そ
の
根
本
精
神
は
正
反
対
な
も
の
だ
が
、
外
形
は
す
こ
ぶ
る
似
か
よ
っ



火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

五
一

て
い
る
気
が
し
た
。
国
策
を
貫
徹
す
る
た
め
の
全
休
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ

体
制
、
愛
国
的
国
家
総
動
員
、
現
在
の
中
国
の
政
治
が
赤
色
フ
ァ
ッ
シ

ョ
体
制
で
あ
る
か
ど
う
か
、
私
に
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
は
北

京
に
行
っ
て
か
ら
の
勉
強
だ
と
思
っ
た
。

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
五
〜
六
頁
）

火
野
は
、
中
国
が
国
策
を
超
ス
ピ
ー
ド
で
推
進
し
全
て
の
こ
と
を
統
率
し
て

改
革
し
、
進
め
て
い
く
こ
と
に
一
種
の
不
安
感
を
抱
い
て
い
る
。
た
だ
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
現
在
の
中
国
の
政
治
が
赤
色
フ
ァ
ッ
シ
ョ

体
制
で
あ
る
か
ど
う
か
、
私
に
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
は
北
京
に
行

っ
て
か
ら
の
勉
強
だ
と
思
っ
た
」
と
、
早
急
に
断
定
す
る
こ
と
を
避
け
る
慎

重
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
街
の
様
子
に
つ
い
て
も
火
野
は
次
の

よ
う
に
記
し
た
。

〇　

バ
ス
で
か
へ
る
。
広
東
で
も
さ
う
思
つ
た
が
、
漢
口
に
も
當
（
タ

ン
）
が
見
あ
た
ら
ぬ
。
昔
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
こ
の
當
の
文
字
が
眼
に

つ
い
た
。
亀
田
さ
ん
に
き
く
と
、
質
屋
と
高
利
貸
は
徹
底
的
に
な
く
し

た
と
い
ふ
。
人
民
銀
行
、
金
融
合
作
社
、
信
用
組
合
な
ど
が
で
き
て
、

金
の
や
り
く
り
を
う
ま
く
や
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

火
野
に
よ
る
と
、
バ
ス
か
ら
街
を
見
て
い
る
と
、
今
は
な
く
な
っ
て
い
る

も
の
に
気
づ
い
た
と
い
う
。
人
力
車
と
「
当
」
で
あ
る
。「
当
」
は
質
屋
で
あ

る
。
広
東
で
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
な
く
な
っ
て
い
た
。「
質
屋

と
か
金
貸
し
な
ど
、
高
利
で
人
民
を
苦
し
め
て
い
た
も
の
は
一
掃
さ
れ
た
、

国
営
の
人
民
銀
行
、
金
融
合
作
社
、
信
用
組
合
な
ど
が
庶
民
に
有
利
な
条
件

で
、
零
細
な
金
の
融
通
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。」（『
赤
い
国

の
旅
人
』
一
四
六
頁
）
人
力
車
は
「
た
ま
に
見
つ
か
る
と
、
そ
れ
は
人
間
で

は
な
く
て
み
ん
な
荷
物
を
積
ん
で
い
た
。
そ
れ
ら
の
車
ひ
き
は
み
す
ぼ
ら
し

い
風
体
で
痩
せ
こ
け
て
居
り
、
な
お
貧
困
は
根
づ
よ
く
の
こ
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
た
。
乞
食
と
思
わ
れ
る
者
も
い
た
」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
六
頁
）

と
い
う
。
さ
ら
に
中
国
人
の
服
装
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
記
し
て
い

る
。

〇　

紺
色
中
国
。
に
ぎ
や
か
な
街
の
人
出
、
着
物
は
紺
一
色
、
簡
衣
、

服
装
の
改
革
て
つ
て
い
し
て
ゐ
る
。
昔
風
の
も
の
全
く
見
な
い
。
支
那

服
の
華
麗
な
も
の
は
日
本
の
ス
ー
ブ
ニ
ー
ル
店
で
売
つ
て
居
り
、
ア
メ

公
が
買
つ
て
ゐ
る
。
苦
笑
。
男
も
女
も
同
じ
紺
衣
。
男
女
同
じ
色
と
な

る
と
、
他
の
色
は
お
か
し
く
、
こ
の
紺
が
一
番
の
や
う
だ
。
落
ち
つ
い

た
よ
い
色
で
あ
る
。

 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

続
い
て
、
火
野
は
、「
背
広
な
ど
は
全
然
見
か
け
な
い
し
、
あ
の
両
股
が
切

れ
て
い
る
中
国
婦
人
服
の
優
美
な
旗
袍
も
ま
る
で
見
あ
た
ら
な
い
。
旗
袍
は



五
二

ふ
だ
ん
着
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
す
ら
も
華
美
と
み
え
る

ほ
ど
一
切
が
地
味
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
女
に
は
白
粉
気
が
ま
る

で
な
く
、
紅
も
つ
け
て
い
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
み
る
と
男
か
女
か
わ
か
ら

な
い
。」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
六
〜
七
頁
）
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
、
男
女
と
も
紺
一
色
の
没
個
性
の
服
装
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
国
の

人
々
を
見
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

日
本
も
戦
時
中
に
は
、
倹
約
質
素
が
奨
励
さ
れ
、「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝

つ
ま
で
は
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
女
は

み
な
元
禄
袖
の
モ
ン
ぺ
姿
に
だ
っ
た
。
振
袖
を
着
て
街
に
出
た
り
す
る

と
、
鋏
で
長
い
袖
を
ち
ょ
ん
ぎ
ら
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
と
似
た
も
の
か

も
知
れ
な
い
。
派
手
な
支
那
服
は
日
本
の
ス
ー
ヴ
ニ
ー
ル
店
に
か
ざ
ら

れ
、
ア
メ
リ
カ
兵
が
こ
れ
を
買
っ
て
い
る
。
バ
ス
の
う
え
か
ら
、
ど
こ

ま
で
も
つ
づ
く
紺
の
な
が
れ
を
な
が
め
な
が
ら
、
こ
の
ご
ろ
の
ソ
連
で

は
、「
白
粉
を
つ
け
て
な
ぜ
悪
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
大
問
題
に

な
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
だ
し
、
人
間
の
意
志
と
忍
耐
と

い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
七
頁
）

　

火
野
は
、
だ
ん
だ
ん
と
人
民
服
で
質
素
倹
約
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
中
国
人

民
を
見
て
、
日
本
の
戦
時
中
の
禁
欲
生
活
の
省
令
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
思
い
出
し
、

「
人
間
の
意
志
と
忍
耐
」
が
い
つ
ま
で
持
続
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め

る
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
火
野
ら
は
、
江
漢
飯
店
に
か
え
っ
て
昼
食
を
と
っ
た
。
こ
の
江

漢
飯
店
に
は
、
一
階
に
「
奕
棋
室
」「
弾
子
室
」（
タ
マ
ツ
キ
。）
が
あ
る
。

〇　

昼
食
。
豪
華
大
菜
。
食
べ
き
れ
ぬ
。
す
こ
し
食
ひ
す
ぎ
の
や
う
な

の
で
ひ
か
へ
る
。
イ
ン
ド
料
理
が
ひ
ど
か
つ
た
の
で
、
お
い
し
す
ぎ
る

の
で
あ
る
。
み
な
よ
く
食
べ
る
。 

（『
中
国
旅
日
記
』）

1955年　中国人民服の人々



火
野
葦
平
の
新
中
国
視
察
記

五
三

　

午
後
は
二
時
集
合
。
バ
ス
と
ハ
イ
ヤ
ー
で
別
れ
て
出
発
し
た
。
渡
船
に
乗

り
、
漢
水
に
入
る
。「
揚
子
江
を
さ
か
の
ぼ
る
。
多
く
の
船
、
魚
を
と
る
漁

師
、
四
ツ
手
網
、
ア
ミ
、
釣
り
な
ど
。
水
上
は
写
真
を
と
つ
て
は
い
け
な
い

と
い
は
れ
る
。
漢
水
に
入
り
、
給
水
船
に
横
づ
け
、
上
陸
」（『
中
国
旅
日
記
』）

し
た
。
武
漢
第
一
棉
紡
織
廠
（
武
漢
国
棉
一
廠
）
見
学
す
る
。
工
場
の
す
ぐ

前
の
堤
防
か
ら
あ
が
る
と
、
大
き
な
石
が
こ
ろ
が
っ
た
ま
ま
に
な
っ
た
り
し

て
い
る
。
去
年
の
大
洪
水
の
惨
害
の
跡
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
労
働
者
と
従
業

員
が
総
力
を
あ
わ
せ
、
塀
の
う
え
ま
で
土
嚢
を
築
き
あ
げ
て
、
つ
い
に
工
場

に
は
水
を
浸
入
さ
せ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。
大
規
模
な
築
堤
護
岸
工
事
は

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
洪
水
の
惨
劇
の
あ
と
片
付
け
は
あ
と
ま
わ
し
だ
っ
た

よ
う
だ
。
工
場
長
劉
錦
堂
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
て
い
た
。
火
野
ら
は
、
事

務
所
二
階
の
客
間
で
、
劉
さ
ん
か
ら
工
場
の
概
要
を
聞
い
た
。
そ
の
時
の
メ

モ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〇　

劉
錦
堂
氏
（
工
場
長
）
―
（
武
漢
第
一
棉
紡
織
厰
）

1
9
5
1
年
5
月
、
測
量
設
計　

6
月
に
起
工
。

1
9
5
2
年

マ
マ

　

月
、
工
場
完
成　

6
月
試
運
転　

鋳
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
、
天
井
屋
、
中
空
煉
瓦
（
ブ
ロ
ッ
ク
？
）
通
風
、
暖
房　

冷
房
、
労

働
者
健
康
保
護
、
托マ
マ

児
所
、
鋪マ
マ

乳
室
、
子
弟
学
校
、
衛
生
室
、
浴
室
、

理
髪
室
、
食
堂　

独
身
宿
舎
、
家
族
村
宿
舎
、
幼
稚
園
。
三
つ
の
特
長　

①
測
量
設
計
を
ふ
く
め
て
す
べ
て
中
国
の
技
術　

②
機
械
は
国
産
品
、

部
分
品
は
外
国
の
が
あ
る
。
③
労
働
者
の
95
％
は
新
し
く
よ
ん
で
来
た

若
い
工
人
、
18
才
位
。

〇　

生
産　

三
交
替
、
勤
労
時
間
7
時
間
半
、
食
事
30
分
を
入
れ
て
8

時
間
。
労
働
組
合
の
方
で
文
化
学
習
、
勤
労
者
の
数　

1
5
0
0
位　

初
級
小
学
校
、
1
〜
4
年
、
高
級
小
学
校　

5
〜
6
年
、
初
級
中
学
校

程
度
の
も
あ
る
。

〇　

文
盲
は
一
人
も
ゐ
な
い
。
高
級
中
学
程
度　

新
聞
や
本
は
読
め
る
。

〇　

工
人
会　

娯
楽
活
動
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
映
画
、
バ
レ
ー　

バ
ス
ケ
ッ
ト　

演
劇
な
ど
を
や
つ
て
ゐ
る
。 

（『
中
国
旅
日
記
』）

こ
こ
に
あ
げ
た
メ
モ
は
、『
赤
い
国
の
旅
人
』
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
ら

し
い
。
こ
の
工
場
は
一
九
五
一
年
六
月
起
工
、
翌
年
五
月
完
成
、
六
月
試
運

転
を
や
り
、
操
業
を
開
始
し
た
。
測
量
設
計
は
す
べ
て
中
国
人
技
師
が
や
り
、

部
分
品
の
若
干
を
の
ぞ
い
て
、
機
械
は
全
部
国
産
品
、
工
員
の
九
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
は
新
し
く
よ
ん
で
き
た
若
い
労
働
者
で
平
均
十
八
歳
く
ら
い
、
約
二

四
〇
〇
名
（
う
ち
女
子
一
六
〇
〇
）、
労
働
者
の
健
康
保
護
に
は
特
に
注
意

し
、
工
場
に
も
、
通
風
、
暖
房
、
冷
房
の
装
置
が
あ
る
。
托
児
所
、
哺
乳
室
、

子
弟
学
校
、
衛
生
室
、
浴
室
、
理
髪
室
、
食
堂
、
独
身
宿
舎
、
家
族
村
宿
舎
、

幼
稚
園
等
が
付
属
し
て
い
る
。
勤
労
時
間
は
七
時
間
半
、
食
事
三
十
分
を
あ

わ
せ
て
八
時
間
、
三
交
替
制
。
文
盲
は
い
な
い
が
、
な
お
労
働
組
合
の
方
で

文
化
学
習
を
や
っ
て
い
る
。
工
人
会
は
娯
楽
活
動
も
さ
か
ん
で
、
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
、
映
画
、
バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
演
劇
な
ど
を
や
る
。



五
四

〇　

技
術
学
習
。

〇　

生
産
状
況
―
1
9
5
2
年
6
月
操
業
の
二
年
後
、
国
家
計
画
に
も

と
づ
い
て
や
る
。
年
を
追
う
て
増
え
る
。
は
じ
め
工
人
、
経
験
が
な
か

つ
た
。
52
年
上
半
期
、
単
位
生
産
量
、
私
営
工
場
に
追
ひ
つ
く
。
工
人

の
勉
強
と
自
覚
に
よ
る
。
生
産
水
準
が
高
ま
る
と
い
ふ
こ
と
と
、
工
人

の
福
祉
増
進
と
が
平
行
す
る
こ
と
を
工
人
た
ち
が
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
。

一
九
五
二
年　

綿
の
浪
費
が
ひ
ど
か
つ
た
の
を
工
人
た
ち
が
自
発
的
に

改
革
し
た
。 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

は
じ
め
労
働
者
も
経
験
が
少
な
か
っ
た
が
、
工
人
自
身
の
勉
強
と
自
覚
と

に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
私
営
の
紡
績
工
場
に
追
い
つ
く
よ
う
に
な
り
、
国
家

の
生
産
計
画
を
満
た
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
二
年
度
は
綿
の
浪
費

が
ひ
ど
か
っ
た
が
、
工
人
が
自
発
的
に
改
革
し
た
と
い
う
。
火
野
ら
日
本
代

表
団
た
ち
に
は
労
組
代
表
や
労
働
運
動
家
が
専
門
な
の
で
、
工
場
に
来
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

「
労
働
者
は
工
場
の
経
営
に
ど
の
程
度
に
関
与
で
き
る
の
で
す
か
」

「
経
営
と
企
業
の
両
方
に
参
与
で
き
ま
す
。
労
働
組
合
は
三
ヶ
月
に
一
回

会
合
を
ひ
ら
き
、
工
場
に
対
し
て
意
見
を
の
べ
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な

く
そ
の
目
的
は
国
家
計
画
の
完
成
に
あ
り
ま
す
」

「
団
体
交
渉
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
の
で
す
か
」

た
れ
か
が
そ
う
い
っ
た
の
で
、
み
ん
な
ど
っ
と
笑
っ
た
。
そ
れ
を
カ
バ

ー
す
る
よ
う
に
、
常
久
さ
ん
が
き
い
た
。

「
労
働
組
合
に
は
工
員
全
部
入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
」

「
い
い
え
、
入
っ
て
い
な
い
の
も
少
数
あ
り
ま
す
。
工
員
だ
か
ら
と
い
っ

て
す
ぐ
加
入
で
き
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
し
た

紹
介
者
が
あ
っ
て
、
思
想
の
進
歩
が
た
し
か
め
ら
れ
な
い
と
加
入
で
き

ま
せ
ん
。
工
員
に
な
っ
て
も
共
産
主
義
も
、
社
会
主
義
も
理
解
し
な
い

者
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
み
ん
な
若
か
っ
た
の
で
組
織
も
お
く
れ
ま
し

た
」

「
な
る
ほ
ど
、
日
本
と
反
対
だ
。
日
本
で
は
誰
で
も
彼
で
も
、
思
想
の
フ

ニ
ャ
フ
ニ
ャ
な
奴
で
も
、
頭
数
を
増
す
た
め
に
組
合
に
ひ
っ
ぱ
り
こ
み

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
賃
銀
は
ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
ま
し
ょ
う
？
」

「
大
体
一
ヶ
月
五
十
円
く
ら
い
で
す
ね
。
最
低
賃
銀
は
三
十
円
、
責
任
の

職
に
あ
る
者
で
最
高
六
十
円
か
ら
七
十
円
で
す
。
生
産
に
よ
り
ま
す
か

ら
一
定
し
て
居
り
ま
せ
ん
が
、
男
女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
た
い
へ
ん
安
い
よ
う
で
す
ね
」

「
住
宅
、
そ
の
他
の
福
利
施
設
が
別
に
あ
り
ま
す
し
、
物
価
が
安
い
で
す

か
ら
」

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
四
九
頁
）

以
上
の
や
り
と
り
は
、『
中
国
旅
日
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇　

90
％
工
人
、
中
に
住
む
。
給
料
、
生
理
休
暇
、
労
働
保
険
と
い
ふ
。



火
野
葦
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視
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五
五

〇　

独
身
宿
舎
、
タ
ダ
。
国
家
規
定
以
外
の
福
祉
、
労
働
組
合
で
や
る
。

工
場
長
資
金
、
家
の
貧
し
い
子
に
救
済
の
意
味
で
や
る
。
管
理
方
針
、

―
長
責
任
制
。
生
産
地
域
管
理
制
、
現
場
主
任
は
全
部
責
任
を
果
す
。

〇　

生
産
指
導
―
計
画
管
理
、
中
心
は
操
業
計
画
。
生マ

マ

品
の
質
、
量
、

材
料
の
取
扱
等
、
出
現
。

〇　

工
人　

男
子
8
0
0
。
女
子
1
6
0
0
。

〇　

工
人
会
に
参
加
し
て
ゐ
な
い
者
少
数
。（
若
い
た
め
、
□
□
が
で
き

る
の
も
お
そ
か
つ
た
）
す
ぐ
に
入
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
紹
介
者
、
思

想
の
進
歩
如
何
、（
日
本
は
だ
れ
で
も
入
れ
る
、
能
力
、
思
想
な
ど
そ
つ

ち
の
け
）

〇　

給
料　

50
円
位
（
一
ヶ
月
）　

日
本
金
で
7
5
0
0
円
、
最
低
賃
金

30
円
、
最
高
―
60－

70
円
、
一
定
し
な
い
、
生
産
に
よ
る
。

 
（『
中
国
旅
日
記
』）

　

通
訳
の
蘇
さ
ん
は
、
こ
ま
か
い
点
ま
で
も
的
確
に
伝
え
、
火
野
は
す
こ
し

も
曖
昧
さ
が
な
い
の
に
感
心
し
た
と
い
う
。
そ
の
あ
と
工
場
を
見
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
白
布
の
マ
ス
ク
を
わ
た
さ
れ
た
。
続
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ

る
。

ス（

維

、
ス

イ

）

ピ
ン
ド
ル
5
万　

21
番
手
―
22
番
手

生
産
者　

1
缶
、
1
時
間　

28
〜
29
キ
ロ
グ
ラ
ム

〇　

工
人
は
経
営
と
企
業
と
に
関
与
で
き
る
。
労
働
組
合
は
三
ヶ
月
に

一
回
会
合
を
ひ
ら
き
、
工
場
に
意
見
を
述
べ
る
。
国
家
計
画
完
成
。

〇　

工
人
会
学
習
、
政
治
学
習
、
文
化
学
習
。

●　
　

業
務
学
習

〇　

経
営
協
議
会　
　

全
国
的
紡
績
工
人
会
で
契
約
等
検
討
、
正
式
決

定
。
工
場
と
工
人
。 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

工
場
内
は
日
本
の
紡
績
工
場
と
大
差
は
な
か
っ
た
。
子
供
の
よ
う
な
若
い

女
工
が
廻
転
す
る
う
つ
く
し
い
ス
ピ
ン
ド
ル
の
ま
え
で
、
熱
心
に
機
械
を
み

つ
め
な
が
ら
働
い
て
い
る
。
火
野
は
、「
思
い
な
し
か
、
搾
取
の
な
く
な
っ
た

世
界
で
働
い
て
い
る
労
働
者
た
ち
の
顔
は
明
る
い
も
の
に
見
え
た
」
と
い
う
。

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

劉
工
場
長
の
解
説
の
な
か
に
、
私
営
の
工
場
に
負
け
ぬ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
革
命
後
も
ま
だ
中
国
に
は
た
く
さ
ん
資
本

家
が
い
る
の
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
建
設
は
な
お
初
歩
の
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
そ
う
い
う
企
業
家
の
仕
事
が
全
部
は
国
有
に
な
っ
て
い
な
い
。

大
財
閥
や
大
資
本
家
は
な
く
な
っ
て
も
、
少
な
か
ら
ぬ
中
小
資
本
家
が

い
て
、
統
制
下
で
諸
種
の
生
産
を
つ
づ
け
て
い
る
。
中
に
は
何
万
も
工

員
の
い
る
私
営
工
場
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
政
府
の

役
人
と
の
間
に
、
贈
収
賄
、
汚
職
、
材
料
の
横
な
が
し
、
原
料
の
ゴ
マ

カ
シ
等
の
犯
罪
が
お
こ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
政
治
は
む
ず
か
し
い
も
の

と
思
っ
た
。
私
た
ち
は
国
営
工
場
だ
け
し
か
案
内
さ
れ
な
い
が
、
そ
う
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い
う
私
営
工
場
も
見
た
い
も
の
だ
と
私
は
思
っ
た
。

 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
〇
〜
一
頁
）

　

日
本
は
紡
績
工
業
は
す
す
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
工
場
を
見
て
も
大
し
て

お
ど
ろ
く
も
の
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ま
だ
貧
弱
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
た

だ
、
中
国
産
業
は
進
む
一
方
で
あ
る
か
ら
、
将
来
は
日
本
を
の
り
こ
え
る
か

も
知
れ
な
い
。
工
場
外
に
出
て
、
寄
宿
寮
や
托
児
所
を
見
る
。
こ
う
い
う
工

員
住
宅
で
も
そ
ん
な
に
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
で
も
な
い
。
国
鉄
労
組
の
連
中

も
、
日
本
の
方
が
り
っ
ぱ
だ
と
い
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
や
は
り
、
一
行
の

大
部
分
の
人
た
ち
は
、
す
ば
ら
し
い
、
感
心
し
た
、
と
い
う
言
葉
を
く
り
か

え
し
て
る
。
こ
う
し
て
、
工
場
を
充
分
に
見
学
し
た
後
、
渡
船
に
乗
っ
て
漢

水
を
出
た
。
風
が
な
い
。
方
々
の
工
場
の
煙
突
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
煙
が
立
ち

の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
だ
、
四
月
の
終
り
だ
か
ら
、
揚
子
江
の
う
え
を
行
く
と

寒
い
く
ら
い
だ
。
江
岸
の
護
岸
工
事
は
日
が
か
た
ぶ
く
ま
で
も
つ
づ
け
ら
れ

て
い
た
。
堤
防
で
は
た
ら
く
人
た
ち
が
蟻
の
よ
う
に
見
え
た
。

〇　

午
後
五
時
半
、
ふ
た
た
び
船
へ
、
昨
年
六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
大

洪
水
の
あ
と
、
両
岸
は
さ
ん
た
ん
。
工
場
の
門
に
30 

m
ま
で
水
が
来
た

印
が
つ
け
て
あ
り
、
道
路
上
に
は
泥
や
石
が
あ
が
つ
た
ま
ま
、
対
岸
は

大
規
模
な
堤
防
護
岸
工
事
、
大
勢
の
人
た
ち
が
働
い
て
ゐ
る
。
船
は
漢

水
を
出
て
、
左
へ
、
揚
子
江
本
流
。
右
手
に
武
昌
の
黄
鶴
楼
。
船
や
工

場
の
エ
ン
ト
ツ
の
煙
が
マ
ツ
ス
グ
に
あ
が
つ
て
ゐ
る
。
風
の
な
い
盆
地
、

夏
は
有
名
に
あ
つ
い
漢
口
。「
長
江
に
三
つ
の
ス
ト
ー
ヴ
が
あ
る
。
南

京
、
漢
口
、
重
慶
」
小
学
校
の
生
徒
が
図
画
に
、
み
ん
な
煙
を
ま
つ
す

ぐ
に
か
き
、
昔
は
イ
ン
ド
人
の
巡
査
（w

atch m
an

）
が
イ
ン
ド
に
避

暑
に
か
へ
つ
た
。 

（『
中
国
旅
日
記
』）

　

午
後
五
時
半
、
再
び
、
舟
に
乗
っ
た
。
そ
し
て
、
六
時
に
夕
食
を
と
り
、

九
時
五
分
前
に
ホ
テ
ル
前
に
集
合
、
出
発
し
、
武
漢
楚
劇
院
に
行
っ
た
。
簡

素
な
芝
居
小
屋
で
、
見
物
人
も
朴
訥
な
庶
民
階
級
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
上
演

武漢楚劇団上演題目
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節
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

服
装
が
同
じ
よ
う
な
の
で
見
物
席
は
下
も
二
階
も
紺
の
海
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
地
味
な
客
席
と
正
反
対
に
衣
裳
も
調
度
も
絢
爛
豪
華
を
き
わ
め
、
そ
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
だ
っ
た
。「
全
本
宝
蓮
燈
」
と
い
う
古
典
劇
は
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
私
た
ち
は
み
ん
な
小
型
イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
ア

ジ
ア
諸
国
会
議
に
持
っ
て
行
っ
た
も
の
で
、
代
表
中
の
科
学
者
の
手
製
で
あ

る
。
な
か
な
か
好
評
だ
っ
た
。
こ
れ
が
早
速
役
に
立
つ
。
台
詞
が
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
な
い
の
で
、
蘇
琦
さ
ん
が
翻
訳
し
て
く
れ
る
の
だ
が
、
大
き
い
声
は

出
せ
な
い
。
イ
ヤ
ホ
ー
ン
な
ら
小
声
で
も
全
部
の
人
に
き
こ
え
る
の
で
、
他

の
客
の
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
。
蘇
琦
さ
ん
の
解
説
や
翻
訳
は
例
に
よ
っ
て
要

を
得
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
こ
れ
は
情
緒
纏
綿
た
る
恋
愛
劇
な
の
で
、
蘇
琦

嬢
も
い
さ
さ
か
へ
こ
た
れ
る
部
分
も
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
暗
闇
の
中
で
顔
を

赤
ら
め
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。」（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
二
頁
）
と
述
べ

次
の
よ
う
に
記
す
。
こ
の
楚
劇
は
日
本
歌
舞
伎
に
似
て
い
た
。

「
こ
の
書
生
の
劉
彦
昌
に
で
す
ね
、
仙
女
の
朝
霞
が
で
す
ね
、
好
き
に
な

っ
て
、
劉
彦
昌
も
仙
女
を
愛
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
ど

ち
ら
も
思
い
を
こ
が
し
て
で
す
ね
、
夫
婦
に
な
っ
て
で
す
ね
、
子
供
が

で
き
て
、
…
…
」
い
つ
も
の
建
設
面
の
通
訳
と
は
ち
が
っ
て
、
す
こ
し

照
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
蘇
琦
さ
ん
に
も
無

論
青
春
の
血
は
た
ぎ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
舞
台
よ
り
も
彼
女
の

名
訳
の
調
子
に
興
味
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
「
わ
た
し
は
君
を

思
い
、
は
ふ
り
お
ち
る
涙
で
袖
を
ぬ
ら
す
」
と
い
う
よ
う
な
翻
訳
を
し

て
私
を
お
ど
ろ
か
す
。 

（『
赤
い
国
の
旅
人
』
一
五
二
頁
）

こ
う
し
て
、
火
野
ら
一
行
は
、
工
場
見
学
、
そ
し
て
、
最
後
に
は
観
劇
し
、

武漢楚劇団上演題目
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盛
り
だ
く
さ
ん
の
四
月
二
十
四
日
の
日
程
を
終
え
た
の
で
あ
っ
た
。

終
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
広
東
か
ら
漢
口
に
至
る
ま
で
の
、
一
九
五
五
年
四
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
の
三
日
間
の
、
火
野
の
中
国
視
察
に
つ
い
て
記
し
て
い
っ

た
。
火
野
は
、「
中
京
通
信　

②　

消
え
た
泥
棒
市　

目
の
辺
り
見
る
人
間
改

革
」
で
、
こ
の
中
国
視
察
記
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

広
東
に
つ
い
た
と
き
、
私
は
感
慨
無
量
だ
っ
た
。
兵
隊
時
代
広
東
は
一

年
間
も
暮
ら
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
賊
（
ド
ロ
ボ

ウ
イ
チ
）
が
私
の
十
六
年
前
の
思
い
出
の
中
に
あ
っ
た
。
当
時
、
私
た

ち
は
頻
々
と
し
て
盗
難
に
あ
っ
た
が
、
物
が
な
く
な
っ
て
も
あ
ま
り
心

配
し
な
か
っ
た
。
市
内
に
あ
る
賊
街
市
に
行
け
ば
見
つ
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
と
き
に
は
靴
の
片
方
だ
け
な
く
な
る
。
困
る
の
で
早
速　

賊
街

市
に
か
け
つ
け
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
ガ
ラ
ク
タ
の
中
に
な
ら
ん
で
い
る
。

返
せ
と
い
っ
て
も
相
手
は
、
自
分
は
金
を
出
し
て
こ
れ
を
買
っ
た
も
の

だ
。
す
で
に
商
品
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
必
要
で
あ
れ
ば
買
っ
て

欲
し
い
と
い
う
。
そ
の
商
人
が
盗
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
や

む
な
く
私
は
自
分
の
盗
ま
れ
た
靴
を
高
い
と
か
安
い
と
か
、
例
の
調
子

で
押
し
問
答
し
て
、
値
切
れ
る
だ
け
値
切
っ
て
買
い
も
ど
さ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
度
、
広
東
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ
ん
な
賊

街
市
な
ど
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。
広
東
の
み
な
ら
ず
、
ど
こ
の
街
に
も

そ
ん
な
も
の
は
姿
を
消
し
て
い
た）

6
（

。

　

火
野
は
、
新
中
国
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
変
貌
し
、
昔
の
面
影
が
無
く
な
っ
た

こ
と
に
驚
異
の
目
を
瞠
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
泥
棒
市
だ
け
で
な
く
、
新
中
国

の
街
か
ら
は
、
人
力
車
も
、
質
屋
も
無
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
国
民

の
服
装
も
人
民
服
で
、
男
女
の
区
別
も
つ
か
な
い
程
で
、
女
性
も
質
素
で
化

粧
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
国
の
強
力
な
、
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
改

革
政
策
を
視
察
し
な
が
ら
、
な
ぜ
だ
か
、
戦
時
中
の
日
本
大
政
翼
賛
会
を
思

い
だ
し
た
り
す
る
。
国
策
を
貫
徹
す
る
た
め
の
全
休
主
義
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制

を
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
広
東
か
ら
漢
口
視
察
の
三
日
間
は
、

新
中
国
が
、
共
産
全
休
主
義
な
の
か
ど
う
か
、
そ
の
点
に
関
し
て
、
慎
重
に

考
え
、
断
定
は
せ
ず
、
結
論
は
つ
け
て
い
な
い
。
北
京
ま
で
視
察
し
て
か
ら

判
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
亀
井
勝
一
郎
は
、
中
国
視
察
に
つ
い

て
記
し
た
『
赤
い
国
の
旅
人
』
に
つ
い
て
「
火
野
の
紀
行
に
は
、
大
切
な
ひ

と
す
じ
の
思
い
が
貫
通
し
て
い
る
。
日
本
人
な
ら
ば
、
だ
れ
で
も
感
じ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
、
中
国
侵
略
に
対
す
る
一
種
の
罪
悪
感
で
あ
る
。」

と
記
し
、「
言
っ
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、
そ
こ
か
ら
く
る
謙
虚
さ
と
、

偏
見
に
と
ら
わ
れ
ま
い
と
す
る
用
心
と
、
そ
れ
が
や
ゝ
古
風
な
人
情
味
を
帯

び
て
全
編
に
こ
ゝ
ろ
よ
く
み
な
ぎ
っ
て
い
る）

7
（

」
と
評
し
た
。
火
野
は
、
一
九

五
五
年
、
自
ら
の
戦
争
体
験
や
日
本
の
戦
時
中
の
国
民
の
姿
を
振
り
返
り
、

政
治
に
翻
弄
さ
れ
る
在
り
方
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
、
非
常
に
注
意
深
く
、
そ

し
て
、
謙
虚
に
新
中
国
の
政
策
が
一
体
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
視
察
し
て
い
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た
の
で
あ
る
。

注（
1
）  
火
野
葦
平
「
権
・
財
力
に
ひ
し
が
れ　

ド
ン
底
に
あ
え
ぐ
貧
民
階
級　

旅
の
あ

と
を
ふ
り
か
え
っ
て
②
」（『
西
日
本
新
聞
』
一
九
五
五
年
七
月
七
日
）

（
2
）  

早
坂
一
郎
は
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
地
質
学
教
室
の
第
一
回
生
で
、
一
九
一

五
年
に
卒
業
後
、
一
九
一
七
年
に
理
科
大
学
講
師
（
一
九
二
〇
年
助
教
授
）
と
な

る
。
一
九
二
八
―
四
九
年
は
台
北
帝
国
大
学
（
国
立
台
湾
大
学
）
教
授
と
し
て
活

躍
し
、
そ
の
後
金
沢
大
学
や
北
海
道
大
学
の
教
授
、
島
根
大
学
学
長
な
ど
を
つ
と

め
た
。
古
生
物
学
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
。（「
日
本
の
古
生
代
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
研
究
の
創
始
者
」
東
北
大
学
総
合
博
物
館
の
全
て
参
照
）/w
w
w
.m
useum

.
tohoku.ac.jp/past_kikaku/.../tohokuU

niv4.htm

（
3
）  

吉
岡
金
市
一
九
〇
二
―
一
九
八
六　

八
四
歳
。
昭
和
時
代
の
農
学
者
。
倉
敷
労

働
科
学
研
究
所
員
を
へ
て
大
原
農
業
研
究
所
農
業
経
営
研
究
部
長
。
同
朋
大
教
授　

岡
山
理
大
教
授　

金
沢
経
済
大
学
長
な
ど
を
歴
任
。
昭
和
三
六
年
萩
野
昇
と
と
も

に
富
山
県
神
通
川
流
域
の
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
原
因
が
鉱
毒
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
で
あ

る
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。
岡
山
県
出
身
。
京
都
帝
大
卒
。

（
4
）  

無
署
名
「
中
村
翫
右
衛
門
に
逮
捕
状　

前
進
座
事
件
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五

二
年
六
月
一
日
、
三
面
）
な
ど
参
照
。

（
5
）  

無
署
名
「
昂
奮
し
た
帰
国
の
日　

中
村
翫
右
衛
門　

も
う
す
ぐ
孫
が
三
人
」（『
東

京
新
聞
』
一
九
五
五
年
一
二
月
二
八
日
、
四
面
）

（
6
）  

火
野
葦
平
「
中
京
通
信　

②　

消
え
た
泥
棒
市　

目
の
辺
り
見
る
人
間
改
革
」

（『
西
日
本
新
聞
』
一
九
五
五
年
六
月
一
日
）

（
7
）  

亀
井
勝
一
郎
「
文
芸
時
評
・
旅
行
記
の
重
要
さ
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
五
五
年

一
〇
月
三
日
、
八
面
）
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The travel diary of Hino Ashihei 
on his visit to post-revolutionary China: 

From Guangdong to Hankou

MASUDA Chikako

 This paper describes novelist Hino Ashihei’s visit to China after 
participating in the April 1955 Asian Countries Conference in Delhi, India, as a 
Japanese delegate for cultural matters. Following the conference, 28 members 
of the Japanese delegation visited China, arriving at Shenzhen on April 20, 
1955, and starting their tour of Guangdong on April 21. My paper entitled 
“The Travel Diary of Hino Ashihei after Participating in the 1955 Asian 
Countries Conference: From India to Hong Kong and Guangdong” (Kansai 
Daigaku Bungaku Ronshu [Essays and studies by members of the Faculty of 
Letters, Kansai University], September 2015) addresses Hino’s visit to China as 
far as Guangdong. This paper focuses primarily on the subsequent tour of 
Hankou from April 22 to 24, 1955. It was found that Hino was observing and 
considering the situation in post-revolutionary China with great care and 
humility.

キーワード： 中国（China）、漢口（Hankou）、「アジア諸国会議」（Asian countries 
meeting）


